



















































































































ollaboration in Innovation and Educational Practice
て先生と単元の授業の様子を共有し、事後検討会で単
元の狙いを先生と検討する。高倉小学校での院生の活
動は、単元づくりへの参加と言い換えることができる。
３．�00���の取り組み
　単元づくりへの参加は、2003年度に院生を理科班・
社会科班・育成班の三つの班に分けて始まった。2003
年度前期は高倉小学校の全ての教科部会に参加するこ
とができなかったが、2003年度後期に国語班（2006年
度から読解班）が、2004年度に算数班が、2006年度に
英語班が結成され、高倉の先生全員と教育方法研究室
の院生全員が関わる体制が出来上がった。2007年度は
院生の数がやや減ったこともあり、算数班・理科班・
英語班・育成班の四つの班で活動している。各班とリ
テラシー部との関わりは、各般の班長とリテラシー部
の先生との話し合いで決定されている。
　2007年度はリテラシー部会での教科の課題に沿った
共同研究に加えて、教科を超えた研究テーマにも取り
組んでいる。院生は今年から高倉小学校に新設された
学力向上会議に参加し、さまざまな教科の先生とグ
ループ学習についての研究を行っている。
　まず研究の方向性を決めていくために、具体的な授
業の様子を手掛かりに、グループ学習とイメージにつ
いて、先生と院生で意見の交換を行った。
　その結果分かったことは、教科によってイメージさ
れているグループ学習像やグループ学習を用いるタイ
ミングが異なっているということである。そこで、こ
れまでのリテラシー部との共同研究の蓄積を活かし、
教科の課題を深めていけるようなグループ学習はどの
ようなものなのかを探ることにした。研究テーマも、
「良いグループ学習とは何か」から「クラスの学びを
深めるグループ学習はどのようなものか」というよう
に変更した。
　現在は、リテラシー部との共同研究の中で各リテラ
シー部のあるべきグループ学習の姿を追究し、それを
学力向上会議で他のリテラシー部の先生方と共有する
ことで、グループ学習の研究を進めている。
４．�わり�
　プロジェクトＴＫの成果は、院生が科研報告書にま
とめたり、学会で発表を行ったりすることで公表を
行っている。それらに対しては、これまで高い評価を
いただいている。また2007年度は、高倉小学校が第23
回時事通信社「教育奨励賞」努力賞を受賞し、内外教
育第5772号の「院生と連携し、教師の授業力向上」と
いう記事で、院生との連携が取り上げられた。
　しかし、2007年度でプロジェクトTKも五年目を迎
え、立ち上げに関わった高倉小学校の先生も教育方法
研究室の院生も少なくなってきた。これまでの研究の
蓄積や研究の進め方のノウハウを研究室内でどのよう
に伝えていくかが今後の課題といえる。
（文責：徳永　俊太）▶ワークショップの様子
▶事後検討会の様子
